
令和６年度　第５回こみっとフェスティバル実行委員会　会議の概要  

 

  日時

及び場所

令和６年９月18日（水）14:00 ～15:00　 

水戸市役所２階　市民協働会議室「こみっとルーム１・２」

 参加者 団体：茨城県世界青少年コミュニケーションクラブ，NPO法人ちいきの学校，公益

社団法人いばらき被害者支援センター，子育ち支援ビ・リーフ，にこにこ食堂，水

戸市環境保全会議,茨城県ユニセフ協会，水戸ユネスコ協会，認定NPO法人水戸こど

もの劇場，茨城大学チームこみフェス 

水戸市：増子，松川(事務局）

  

 

 

 

 内　容

 （要旨）

(1) 茨城大学チームこみフェス企画「スタンプラリー」・「ふれフェス」について 

　　意見・主な質疑応答は次のとおりである。 

・スタンプラリーのカードはシンプルで分かりやすくなった。スタートの「来て」

のスタンプは予め押印するのか。 

→予めプリントすることを検討している。 

・団体を「見て」「聞いて」「確かめて」の３つのカテゴリーに分けることにつ

いて，バランスが難しいのではないか。 

→出展内容によって偏りが出てしまう可能性はあるが，平等になるよう調整した

い。 

・カテゴリー別に色分けし，ブースにスタンドを設置して目立たせたい。また，

会場のレイアウトは満遍なく回れるような配置にしたい。 

 

(2) 茨城大学チームこみフェス企画「ワークショップ from こみフェス」について 

　　意見・主な質疑応答は次のとおりである。 

　 ・参加企業を３団体と設定しているが，３団体以上は難しいのか。また，どんな

テーマについて話し合うのか。 

　　→３団体を上限とはしていないが，会場の大きさから目安としている。テーマ

は子育てや健康福祉，環境問題を検討している。 

　 ・企業が３つのテーマから選ぶことは難しいように感じる。なぜ３つに絞ったの

か説明できるようにする必要性がある。 

・良いチャレンジであるが，目的と内容の整合性がとれていないため，目的を研

ぎ澄ませていただきたい。団体は学生と関わることができ，大学生は学びの場

になるが，企業のメリットを感じにくい。企業は成果が欲しいのでメリットが

必要である。また，「ワークショップ from こみフェス」では何をするのか分か

りにくいため，ネーミングを変更した方が良い。 

 

(3) 会場設営及び広報物作成等業務委託について 

 　　案のとおり，承認された。

 

(4) 「第 23 回ボランティアまつり in ミオス」出展について 

　　市民生活課のブースを出展し，こみっとフェスティバルのＰＲを行う。 

 

(5)  こみっとフェスティバル当日アンケートについて 

　　茨城大学チームこみフェスに内容の精査を依頼し，次回以降に提案していただ

く。 

以上


